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   Tuberous sclerosis is associated commonly with renal angiomyolipoma. On the other hand, the 
relation between tuberous clerosis and renal cell carcinoma is not widely recognized. We report a 
case of renal cell carcinoma of the right kidney associated with tuberous sclerosis. 
                                            (Acta Urol. Jpn. 45: 335-338,1999)































科初診,精 査 加療 目的で同年6月16日入院 となっ
た.
入院時現症:軽 度 の知能低下 を認 めた.身 長149
cm,体重69kg,肥満.血 圧122/78mmHg,脈拍
66/分.胸腹部には手術疲痕以外,理 学的異常所見 を
認めず 表在 リンパ節は触知 しなかった.(皮膚所見)
下眼瞼か ら頬部に帽針頭大までの丘疹が多発 し,蝶形
紅斑を認めた.両 側腰背部に小豆大までの円形表面平
滑な腫瘤の集籏3カ 所.右 第1,3,4趾 後爪部に表











と,右腎下極内側に径2.5cmの腫瘍 を認め,両 者 と



















脂 肪成 分は認め られなかった.ま た,左 腎内 に嚢胞 を
認めた(Fig.3).腹部血管造影で は右腎上極,中 部外
側,下 極 に3つ のhypervascularな腫 瘍 が あ り,腫
瘍 は静 脈 相 で 均 一 に濃 染 した.AMLを 示 唆 す る
microaneurysma像や静脈相 でのonion-peelappear-
anceはなか った(Fig.4).以上 よ りAML,腎 細 胞
癌,腎oncocytomaのいず れ かが,結 節 性 硬化症 に
合併 した もの と考え られた.
1997年7月2日全 身麻酔下.右 腰部斜切 開にて後腹
膜腔 に到達 した.腎 門部 をクランプ.阻 血 した後,中
部外側の腫瘍 に対 し核 出術 を施行 し術 中迅速病理診 断
に供 した とこ ろ,そ の診 断 は,N/C比 の小 さい過形
成細胞が単調 に増殖 してお り悪性所見 な しとの結果 で
あった.残 り2つ の腫 瘍 は,た とえAMLで あって
も将来 的に自然破裂の リス クがあ るため,部 分切 除術
を行 い手術 を終了 した.な お,観 察で きる範囲に リン
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パ 節 の 腫 大 は認 め られ な か っ た.3つ の腫 瘍 は径
3.5,2.5,1.Ocmで,表面平 滑,割 面 は均一,灰 褐
色 であ った.術 後経 過には特 に問題は なか った.
永久標 本病理診断=3つ の腫瘍 のすべてがrenalcell
carcinoma,commontype,granularcellsubtype,
G2,INF一α,pTlであ った(Fig.5).'
患者 は同年8月10日 に略治退院 とな り,追 加治療 な
しで現在 まで約1年 経過 してい るが,再 発 や遠隔転移







結節性硬化症 に合併 しやすい腎病変 としてAML
が よく知 られてお り,その頻度は50～80%といわれて
おり,また腎嚢胞の合併 も約20%と比較的多いとされ
る1).しか し腎細胞癌合併例の報告は稀で,わ れわれ




報告 年 性 他の腎合患側
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PCKD*lpolycystickidneydisease.
が調べ得たかぎり,欧米文献 も含め結節性硬化症に腎
















転移により死亡 した症例 の報告 もあり,原則的には
malignantpotentialを持つ もの と認識すべ きであろ
う.











は困難なことが多い また,石灰化 を伴 う腎腫瘤 は
AMLよ りも腎細胞癌 を疑 うべ きとの意見 もあ る
が6'8),あくまで参考所見にす ぎないと思われる.し
たがって結節性硬化症の腎合併病変 として,頻度はそ



















起 こり腫瘍が発生 していくもの と考えられているが,
今後の研究に興味が もたれるところである.
結 語
結節性硬化症に合併 した腎細胞癌の1例 を報告 し
た.文献上,両 側発生例が比較的多 く,片側例でも可
能ならば腎保存手術を施行するのが望 ましいと考えら
れた.
なお,本 論文の要旨は第164回日本泌尿器科学会関西地方
会で発表 した.
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